
(1） 平成3年2 月15日 広報 第164 号 う よ
 

じ
 

●つ ほ
 

町の 人 口 

（平成3年1月31日） 

男 3,878 (+10) 

女 4,359 (4 4- 2 ) 

計 8,237 (+ 12 ) 

世帯数 2.769 ( ~ 8 ) 
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慶福岡県知事●福岡県議会議員ー般選挙 
EL上〒ロ／福岡県知事 3 月1 8 日旧） 
口ノ」、H＼福岡県議会議員 3 月29 日岡 

投票日 4 月 7 日同 
憂方城町議会議員ー般選挙 

告示日 4 月1 6 日因 

投票日 4 月21日同 

四
月
に
は
四
年
に
一
度
の
統
 

一
地
方
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
 

地
方
選
挙
は
、
住
民
が
地
方
 

自
治
体
に
参
加
し
、
住
民
の
意
 

志
を
大
切
な
政
治
に
反
映
さ
せ
 

る
大
切
な
選
挙
で
す
。
 

よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
 

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
投
票
 

し
ま
し
ょ
う
0
 

⑥
明
る
い
選
挙
を
推
進
し
ま
し
 

よ・つ。 

明
る
い
選
挙
の
真
の
ね
ら
い
 

は
、
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
主
権
 

者
で
あ
る
私
た
ち
一
人
一
人
が
 

自
分
の
真
実
の
意
志
を
表
明
す
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
表
者
と
 

し
て
直
接
政
治
を
担
当
す
る
た
 

め
の
適
格
者
を
選
び
出
す
こ
と
 

に
あ
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
買
収
や
情
実
、
義
 

理
や
人
情
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
 

な
く
、
自
分
の
真
実
の
意
志
を
 

一
票
に
託
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
 

の
結
果
と
し
て
立
派
な
代
表
者
、
 

す
な
わ
ち
、
真
に
政
治
を
担
当
 

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
代
表
者
を
 

選
び
ま
し
ょ
う
。
 

⑨
不
在
者
投
票
を
活
用
し
ま
し
 

よ・つ。 

選
挙
の
投
票
日
に
、
仕
事
や
 

や
む
を
得
な
い
用
事
、
病
気
等
 

で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
出
来
 

な
い
人
の
た
め
に
、
不
在
者
投
 

票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

選
挙
の
告
示
日
か
ら
、
投
票
 

日
の
前
日
ま
で
不
在
者
投
票
が
 

で
き
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
 

方
城
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
 

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

方
城
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

方
城
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
 

議
会
 



(3）平成3年2 月15日 広報 (2) ●つ よ
 

じ
 

●つ ほ
 

広報 第164 号 平成3年2 月15日 第164 号 ●つ よ
 

じ
 

》つ ほ
 

消
防
出
初
式
盛
大
に
開
催
 

下
田
川
四
ケ
町
連
合
 

1
月
6

日
下
田
川
四
カ
町
連
 

合
に
よ
る
消
防
出
初
式
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
消
防
車
 20 

台
、
消
防
団
員
4
0
0
人
が
、
 

金
田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
結
集
 

し
ま
し
た
。
 

雪
が
降
ら
な
け
れ
ば
出
初
式
 

の
よ
う
な
気
が
し
な
い
、
と
言
 

わ
れ
る
く
ら
い
出
初
式
当
日
は
 

雪
降
り
が
多
い
の
で
す
が
、
今
 

年
は
晴
天
で
し
た
。
し
か
し
、
 

肌
に
さ
す
寒
風
は
例
年
と
変
わ
 

り
あ
り
ま
せ
ん
。
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住
民
登
録
は
正
確
に
（
・
 

投
票
所
入
場
券
の
郵
送
に
つ
い
て
・
・
・
 

平
成
三
年
は
実
に
多
く
の
選
 

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

（
福
岡
県
 

知
事
、
福
岡
県
議
会
議
員
、
方
 

城
町
議
会
議
員
、
方
城
町
長
）
 

こ
れ
ら
の
選
挙
に
於
け
る
投
 

票
所
入
場
券
の
配
布
方
法
が
変
 

わ
り
ま
す
。
 

今
ま
で
は
駐
在
員
の
方
々
に
 

投
票
所
入
場
券
の
配
布
を
依
頼
 

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
 

選
挙
か
ら
各
家
庭
に
郵
送
す
る
 

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
 

し
た
が
っ
て
、
現
在
住
ん
で
 

い
る
住
所
と
、
住
民
登
録
を
し
 

て
い
る
住
所
が
異
な
っ
て
い
る
 

場
合
は
、
郵
便
局
か
ら
「
不
在
」
 

と
い
う
こ
と
で
入
場
券
が
選
管
 

に
返
送
さ
れ
、
届
か
な
い
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
。
 

現
在
居
住
し
て
い
る
住
所
と
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ハ
ッ
ピ
姿
も
勇
ま
し
い
消
防
 

団
員
に
よ
る
、
人
員
服
装
点
検
、
 

機
械
器
具
の
点
検
、
勇
壮
な
分
 

列
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
規
律
正
 

し
い
訓
練
に
町
民
の
生
命
、
財
 

産
を
守
る
使
命
感
が
感
じ
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

ま
た
、
表
彰
式
で
は
福
岡
県
 

知
事
表
彰
、
福
岡
県
消
防
協
会
 

長
表
彰
、
町
長
表
彰
等
、
方
城
 

町
で
は
3
3
名
が
受
賞
し
ま
し
 

た。 田
川
地
区
消
防
本
部
音
楽
隊
 

に
よ
る
、
分
列
行
進
時
の
楽
団
 

演
奏
が
こ
の
大
会
を
い
っ
そ
う
 

盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
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境
内
で
炎
が
あ
が
る
 

“
ど
ん
ど
焼
存
 

登
録
し
て
い
る
住
所
が
異
な
っ
 

て
い
る
場
合
は
、
役
場
住
民
課
 

戸
籍
係
で
転
居
届
け
を
し
て
く
 

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
 

ま
す
。
 

方
城
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

に
数
百
人
集
ま
る
 

1
月
 15 

日
、
成
人
の
日
に
、
 

伊
方
八
幡
町
の
赤
坂
神
社
境
内
 

で
、
恒
例
の
ど
ん
ど
焼
き
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

方
城
町
で
ど
ん
ど
焼
き
が
行
 

わ
れ
る
の
は
、
今
年
で
 10 

数
年
 

と
な
り
も
う
宣
伝
し
な
く
て
も
 

多
く
の
人
々
に
知
れ
渡
る
よ
う
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 

松
竹
な
ど
背
の
高
い
神
木
を
 

中
心
に
、
そ
の
根
も
と
に
薪
な
 

ど
を
積
み
重
ね
、
そ
れ
ら
を
飾
 

る
よ
う
に
集
っ
た
し
め
飾
り
を
 

置
き
、
祝
詞
（
の
り
と
）
が
終
 

る
と
、
ど
ん
ど
に
火
が
放
た
れ
 

ま
し
た
。
 

ど
ん
ど
焼
き
の
炎
が
あ
が
る
 

頃
、
続
々
と
人
々
が
集
ま
り
、
 

し
め
飾
り
な
ど
を
持
っ
て
来
て
、
 

次
々
と
炎
の
中
に
投
げ
入
れ
ま
 

し
た
。
 

参
加
者
は
方
城
俳
句
会
が
用
 

意
し
た
「
モ
チ
」
を
竹
に
さ
し
 

て
焼
き
、
そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
 

今
年
の
無
病
息
災
を
祈
っ
て
い
 

ま
し
た
。
 

ま
た
、
燃
え
あ
が
る
火
の
粉
 

を
見
つ
め
な
が
ら
、
俳
句
を
ひ
 

と
ひ
ね
り
す
る
姿
が
、
あ
ち
ら
 

こ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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方
城
町
三
村
の
飢
鰹
と
飢
人
墓
 

江
戸
時
代
に
は
約
三
十
有
余
 

の
災
害
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
 

い
る
。
豊
前
の
国
も
例
外
で
な
 

く
各
地
の
庄
屋
の
日
記
に
詳
細
 

に
書
か
れ
て
い
る
。
 

八
フ
【
王
、
八
ノ
、
」
に
臨
」
」
r
右
子
【
巨
」
 

ノ
、
白
工
世
ヘ
ノ
、
よ
、
打
叱
、
ノ
f

、
ー
ノ
F
一 

二
、
⑧
長
雨
 
六
、
四
凶
作
飢
 

纏
 

八
、
⑤
牛
馬
疫
病
 
二、 

⑥
庖
癒
（
ホ
ウ
ソ
ウ
）
 

二、 

特
に
田
川
地
方
で
は
、
正
保
四
 

年
（
一
六
四
七
年
）
か
ら
嘉
永
 

五
年
（
一
八
五
二
年
）
の
二
百
 

五
年
間
に
十
五
回
以
上
の
災
害
 

が
あ
っ
た
。
 

そ
の
中
に
は
豪
雨
に
よ
る
大
 

洪
水
の
続
出
、
大
暴
風
雨
に
よ
 

る
家
屋
倒
壊
、
日
照
に
よ
る
大
 

干
魅
、
そ
れ
に
伴
う
飢
鐘
な
ど
 

移
し
い
記
録
が
残
さ
れ
で
い
る
。
 

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
年
）
 

享
保
十
七
・
八
年
（
一
七
三
一
一
 

三
年
）
天
明
三
・
四
年
（
一
七
 

八
三
・
四
年
）
の
三
大
飢
鍾
は
 

全
国
的
で
は
あ
っ
た
が
、
特
に
 

豊
前
国
地
方
が
最
も
悲
惨
で
あ
 

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

そ
の
主
な
原
因
は
、
田
幕
藩
 

体
制
の
欠
陥
、
②
年
貢
米
の
荷
 

重
、
⑧
食
糧
数
の
絶
対
不
足
と
 

自
然
災
害
が
重
な
っ
た
も
の
で
 

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

田
川
地
方
で
は
、
大
水
害
、
 

大
干
魅
に
よ
る
も
の
が
最
も
激
 

し
か
っ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
田
 

畑
の
流
出
、
山
崩
れ
、
火
災
等
、
 

加
え
て
稲
の
病
害
虫
（
イ
ナ
ゴ
 

や
ウ
ン
カ
）
の
大
発
生
、
冷
夏
 

暖
冬
等
に
よ
り
農
作
物
が
皆
無
 

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
し
て
 

当
時
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
悲
 

惨
な
生
活
を
し
て
い
た
の
で
し
 

ょ
う
か
。
 

田
伊
方
村
飢
人
墓
 

・
寅
卯
の
年
よ
り
年
々
飢
鐘
に
 

よ
り
、
酉
の
春
正
月
六
日
よ
り
 

御
粥
場
（
ご
か
い
じ
ょ
う
）
を
 

設
け
「
カ
イ
三
杯
」
を
施
す
。
 

・
餓
死
日
々
増
加
、
屍
は
道
に
 

横
た
わ
り
犬
狼
の
餌
に
な
る
に
 

ま
か
せ
誰
一
人
手
向
け
る
者
も
 

な
し
。
 

・
降
雨
五
十
日
余
疫
病
流
行
、
 

病
害
虫
異
常
発
生
、
稲
作
全
滅
 

大
洪
水
と
な
る
等
々
、
多
く
の
 

資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
享
保
 

十
七
・
八
年
の
餓
死
者
豊
前
四
 

二
、
八
一
七
人
、
郡
内
死
者
六
、
 

九
五
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
の
飢
睦
か
ら
逃
れ
る
為
に
 

種
子
用
と
し
て
貯
え
ら
れ
て
い
 

た
籾
、
麦
、
粟
、
黍
（
キ
ビ
）
 

豆
等
の
五
殻
を
は
じ
め
、
稗
（
 

ヒ
ェ
）
や
山
野
草
、
樹
木
の
皮
 

等
を
食
べ
つ
く
す
。
ク
ス
、
タ
 

ブ
、
彼
岸
花
の
球
根
ま
で
食
べ
 

た
と
あ
る
。
 

（
こ
れ
ら
は
独
特
 

の
臭
い
が
あ
り
球
根
は
中
毒
症
 

に
な
る
と
い
わ
れ
て
忌
み
嫌
っ
 

て
い
た
。
）
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
 

伊
方
地
区
で
は
、
 

一
五
一
人
の
 

餓
死
者
を
出
し
て
い
る
。
い
か
 

に
悲
惨
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
 

こ
れ
は
当
時
小
倉
藩
御
記
録
 

役
小
島
礼
重
氏
の
記
録
に
よ
る
 

も
の
で
最
も
確
実
に
記
帳
さ
れ
 

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
町
 

史
P

一
七
一
の
上
部
に
餓
死
者
 

供
養
碑
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 

此
の
写
真
を
見
た
豊
前
市
教
 

育
委
員
会
が
、
参
詣
し
た
い
の
 

で
所
在
地
を
確
認
し
て
ほ
し
い
 

と
問
合
わ
せ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
 

先
輩
や
地
域
の
人
々
に
問
い
合
 

わ
せ
た
が
、
そ
の
存
在
さ
え
わ
 

か
ら
な
い
。
写
真
が
あ
る
の
で
 

事
実
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い
た
。
 

IIニ、 

い
が
け
な
く
教
育
委
員
に
コ
 

ピ
ー
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
が
 

見
つ
か
っ
た
。
 

そ
れ
は
、
福
岡
市
の
藤
野
達
 

善
氏
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
。
 

「
野
添
墓
地
の
薮
の
中
を
捜
す
」
 

と
あ
る
。
早
速
、
野
添
墓
地
、
 

野
添
古
墳
群
一
帯
を
捜
す
。
全
 

く
手
掛
り
な
し
、
そ
こ
で
範
囲
 

を
拡
げ
て
前
村
墓
石
群
一
帯
に
 

わ
た
っ
て
捜
す
。
写
真
に
あ
る
 

石
碑
は
発
見
で
き
ず
、
 

「
七
度
 

捜
し
て
 

」
の
如
く
念
に
は
 

念
を
入
れ
て
と
二
度
三
度
と
薮
 

の
中
を
一
基
ず
つ
判
別
し
な
が
 

ら
百
余
基
を
捜
す
。
中
食
後
再
 

亨
採
年
澗
 

丁
 却

編
ジ
馴
加
雷
責
曇
麗
《
ぎ
準
毒
潜
・
粛
や
L
 

五
 

浄
妻
A
部
妙
議
烹
声
 

ふ
十
五
柳
忌
海
追
福
 

。
0

〇
〇
 

伊方餓死菖霊塔 

そ
こ
で
 
「
県
史
備
要
年
表
」
 

よ
り
自
然
災
害
が
ど
の
位
あ
っ
 

た
か
を
調
べ
て
み
た
。
 

そ
の
主
な
も
の
は
、
 

田
大
風
 
十
一
、
②
洪
水
 
十
 

び
墓
石
群
を
中
心
と
し
て
五
メ
 

ー
ト
ル
位
ず
つ
範
囲
を
広
げ
て
 

竹
薮
の
中
を
丹
念
に
捜
し
て
い
 

っ
た
。
約
二
時
間
後
、
野
添
集
 

落
の
す
ぐ
裏
手
で
発
見
し
た
。
 

崖
下
の
竹
薮
に
覆
わ
れ
た
樹
木
 

の
木
蔭
に
一
基
ぽ
つ
ん
と
立
っ
 

て
い
た
。
 

風
雨
の
為
文
字
は
薄
れ
て
い
 

た
が
、
拓
本
を
と
っ
て
み
る
と
 

確
か
に
判
読
で
き
る
。
 

「
浄
土
 

三
部
妙
一
字
一
石
」
が
鮮
か
に
 

浮
か
び
上
っ
た
時
の
喜
び
は
全
 

く
表
現
す
る
言
葉
も
な
し
。
 

左
側
は
、
う
す
れ
て
全
く
判
 

読
で
き
な
い
。
 
一
五
〇
×
五
〇
 

×
三
〇
の
自
然
石
の
供
養
塔
で
 

あ
る
。
 

こ
れ
は
享
保
十
七
・
八
年
に
 

伊
方
地
方
で
餓
死
し
た
一
五
一
 

人
の
霊
を
慰
め
る
為
に
二
十
五
 

年
忌
に
乗
恵
と
い
う
人
に
よ
っ
 

て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
 

乗
恵
と
い
う
人
は
、
ど
ん
な
 

人
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
当
 

時
伊
方
村
に
あ
っ
た
明
連
寺
、
 

能
念
時
、
長
楽
寺
の
い
ず
れ
か
 

の
住
職
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
 

考
え
ら
れ
る
。
 

次
号
 
畑
村
、
弁
城
村
の
飢
 

人
墓
 

（
写
真
、
資
料
は
田
島
靖
氏
）
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じ
 

●つ ほ
 

広報 第164 号 平成3 年2 月15日 第164 号 ●つ よ
 

じ
 

●つ ほ
 

新
し
い
戸
籍
は
正
し
い
字
で
（
・
 

戸
籍
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
 

得
す
る
場
合
と
か
、
相
続
登
記
 

を
す
る
場
合
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
 

な
と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
 

す。 し
か
し
、
戸
籍
の
中
に
は
、
 

氏
名
が
誤
字
あ
る
い
は
俗
字
で
 

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
 

ま
す
。
そ
の
た
め
、
官
公
署
の
 

窓
口
等
で
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
、
 

社
会
生
活
上
、
不
便
を
強
い
ら
 

れ
て
お
ら
れ
る
方
々
も
あ
る
よ
 

う
で
す
。
 

そ
こ
で
、
平
成
三
年
一
月
一
 

日
以
後
は
、
従
来
の
戸
籍
に
誤
 

字
、
俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
 

氏
名
を
新
し
い
戸
籍
に
記
載
す
 

る
場
合
に
は
、
正
し
い
字
を
用
 

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

H
、
新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い
 

字
で
記
載
し
ま
す
。
 

m
 

従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
 

字
、
俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
 

方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
場
 

合
に
は
、
新
し
い
戸
籍
に
正
し
 

い
字
で
記
載
し
ま
す
。
 

所
得
税
確
定
申
告
の
時
期
で
す
〇
 

所
得
税
の
確
定
申
告
は
2

月
 

16 

日
か
ら
3
月
 15 

日
ま
で
で
す
 

が
、
3
月
 10 

日
ご
ろ
か
ら
混
雑
 

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お
早
め
に
 

税
務
署
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

確
定
申
告
は
郵
送
で
も
受
け
 

付
け
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
 

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
場
合
や
、
申
告
す
れ
ば
税
 

金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
 

ま
す
。
 

な
お
、
白
色
申
告
者
で
も
、
 

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
 

林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
 

っ
て
い
る
場
合
は
、
確
定
申
告
 

書
を
提
出
す
る
と
き
に
、
そ
の
 

年
の
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
 

の
内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
 

書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
所
得
税
の
確
 

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
場
合
 

ァ
、
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
 

っ
て
新
し
く
戸
籍
を
作
る
場
 

A
ロ
 

イ
、
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
 

て
他
の
戸
籍
に
入
籍
す
る
場
 

A
口
 

ウ
、
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合
 

な
ど
 

②
 

誤
字
、
俗
字
を
正
し
い
字
 

で
記
載
す
る
場
合
に
は
、
届
出
 

の
時
あ
る
い
は
戸
籍
に
記
載
し
 

た
後
に
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 

⑧
 

俗
字
の
う
ち
、
 

「
高
」
と
 

か
「
崎
」
な
ど
、
 

一
定
の
範
囲
 

の
字
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
ま
 

①
、
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
 

万
円
を
超
え
る
と
き
 

②
、
ニ
カ
所
以
上
か
ら
給
料
を
 

も
ら
っ
て
い
る
と
き
 

③
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
 

外
の
所
得
が
 20 

万
円
を
超
え
 

て
い
る
と
き
な
ど
。
 

申
告
す
れ
ば
税
金
が
還
付
さ
 

れ
る
場
合
 

①
、
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
 

金
融
公
庫
等
か
ら
住
宅
ロ
ー
 

ン
の
融
資
を
う
け
て
、
 
マ
イ
 

ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
と
き
 

②
、
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
 

一 
1
‘
【
t

く
 
ノ末・・叫ノ，一、一【E
」
l
 

ご
存
じ
で
す
か
（
・
 

田
川
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

現
在
、
登
録
会
員
七
八
〇
人
乃
 

田
川
地
区
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
 

ン
タ
ー
は
「
高
齢
者
等
の
雇
用
 

の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
に
 

基
づ
き
、
指
定
さ
れ
た
公
益
法
 

人
で
、
国
、
県
、
市
、
町
、
村
 

の
補
助
を
受
け
て
運
営
し
て
い
 

ま
す
。
 

豊
富
な
経
験
と
技
術
で
、
あ
 

ら
ゆ
る
注
文
に
お
応
え
で
き
る
 

よ
う
待
機
し
て
い
ま
す
。
 

仕
事
の
具
体
的
な
内
容
は
次
 

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
 

H
、
軽
作
業
、
清
掃
、
除
草
、
 

ビ
ラ
配
り
、
検
品
、
商
品
管
 

理
な
ど
。
 

ロ
、
サ
ー
ビ
ス
、
家
事
手
伝
、
 

老
人
介
護
、
留
守
番
な
ど
。
 

日
、
技
能
、
木
工
仕
事
、
植
木
、
 

造
園
、
建
具
修
理
、
左
官
、
 

ブ
ロ
ッ
ク
積
。
 

ま
記
載
し
ま
す
。
 

口
、
申
出
に
よ
っ
て
、
正
し
い
 

字
に
訂
正
す
る
こ
と
も
で
き
 

ま
す
。
 

現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
 

そ
の
ま
ま
で
は
正
し
い
字
に
は
 

直
り
ま
せ
ん
が
、
申
出
に
よ
っ
 

て
、
い
つ
で
も
戸
籍
に
記
載
さ
 

れ
て
い
る
誤
字
、
俗
字
を
正
し
 

い
字
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
 

日
、
申
出
に
よ
っ
て
難
し
い
字
 

体
を
や
さ
し
い
字
体
に
直
す
 

こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
 

名
が
、
例
え
ば
「
避
」
と
旧
字
 

体
で
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
 

ご
不
便
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
 

は
、
申
出
に
よ
り
、
そ
の
字
体
 

に
対
応
す
る
新
字
体
（
運
用
字
 

体
）
で
あ
る
「
辺
」
に
直
す
（
 

更
生
す
る
）
こ
と
が
で
き
ま
す
0
 

『
国
民
年
金
の
保
険
料
』
は
 

納

め

ま

し

た

か

7

 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
 

ま
せ
ん
か
？
 

平
成
3
年
3
月
分
ま
で
は
月
 

額
8
、
4
0
0
円
、
4
月
分
か
 

ら
は
月
額
9
、 

り
ま
す
。
 

0
0
0
円
と
な
 

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
 

ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
者
と
な
っ
 

ど
の
被
害
を
受
け
た
と
き
 

③
、
病
気
や
出
産
な
ど
で
多
額
 

の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
 

④
、
勤
め
を
年
の
中
途
で
や
め
 

て
、
再
就
職
し
て
い
な
い
と
 

き
な
ど
。
 

一
ニ
乙
【
、
」
く
オ
t
日
一
‘
く
し
‘
1
 

四
、
専
門
技
能
、
家
庭
教
師
、
 

翻
訳
、
編
集
な
ど
、
各
種
講
 

座
の
講
師
 

囲
、
施
設
管
理
、
ビ
ル
、
駐
車
 

場
、
倉
庫
管
理
な
ど
。
 

穴
、
事
務
整
理
、
統
計
、
集
計
、
 

伝
票
、
名
簿
、
書
類
整
理
な
 

ど。 
〔
電
話
〕
〇
九
四
七
ー
四
四
ー
 

八
九
二
五
番
 

些
．
一
…
l
f
l
F
三f
・三二一：1
一…
1
了
ら
f
三．F
ら：F
・
l
r
l
f
I
三
？
f
l
ニ？.17
.lr
三ニr
ら
三
…
1
こ
…
l
r
.lfL
.fl
.F
ら三 

』
 
】
 
、
 

r
 

一
 

「
 

一
 

"
 

一
 

、
 
"
 】 
【
 
】
 

】
 、
 
一
 

『
拳
成
館
道
場
』
完
成
 

実
戦
空
手
・
古
武
道
 

伊
方
平
塚
に
、
拳
成
館
（
空
 

手
道
、
古
武
道
、
館
長
・
山
口
 

忠
信
）
の
道
場
開
き
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

道
場
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
 

・・ー・ーー 

●
 

●
 

希
望
者
は
、
電
話
 
2
2

ー
 

ク
鷹
羽
ヤ
ン
キ
ー
ス
が
優
勝
）
 

4561

（水末）ーまで 

秋
期
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
 

昨
年
、
十
一
月
二
十
五
日
、
 

日
本
少
年
野
球
連
盟
秋
期
ジ
ュ
 

ニ
ァ
大
会
に
お
い
て
、
鷹
羽
ヤ
 

ン
キ
ー
ス
（
吉
武
大
和
監
督
）
 

が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

年
々
好
成
績
を
あ
げ
て
い
る
 

同
チ
ー
ム
で
す
が
、
準
優
勝
戦
 

で
は
、
優
勝
候
補
の
九
州
古
賀
 

と
対
戦
、
今
大
会
ナ
ン
バ
ー
ワ
 

ン
投
手
、
桜
井
選
手
と
対
決
、
 

二
点
先
取
さ
れ
た
三
回
表
、
一
一
 

死
無
走
者
か
ら
、
吉
田
、
永
末
、
 

藤
本
さ
ん
の
三
連
打
で
逆
転
じ
 

ス
ク
イ
ズ
で
再
び
同
点
と
さ
れ
 

延
長
戦
で
の
一
点
を
守
り
抜
き
 

い
よ
い
よ
決
勝
戦
に
進
み
ま
し
 

た。 無
四
球
、
無
失
策
、
試
合
時
 

間
五
十
分
と
い
う
す
ば
ら
し
い
 

内
容
で
し
た
。
 

な
お
鷹
羽
ヤ
ン
キ
ー
ス
で
は
 

部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

0 
町
民
グ
ラ
ン
ド
横
の
武
道
館
で
 

練
習
し
て
い
ま
し
た
が
、
館
長
 

が
自
宅
を
新
築
し
た
と
き
、
自
 

宅
横
に
約
二
十
坪
の
空
手
道
場
 

を
建
て
ま
し
た
。
 

道
場
開
き
で
は
、
父
母
が
見
 

守
る
中
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
 

を
披
露
。
組
手
、
型
、
試
し
割
 

り
な
ど
を
行
い
汗
を
流
し
ま
し
 

た。 現
在
四
十
数
名
の
子
ど
も
達
 

が
、
実
戦
空
手
を
学
び
身
心
を
 

鍛
え
て
い
ま
す
。
 

た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
、
 

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
ら
れ
 

た
と
き
の
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
 

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
 

ま
す
。
又
、
納
め
忘
れ
の
ま
ま
 

2
年
を
経
過
し
ま
す
と
、
後
か
 

ら
納
め
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
 

り
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
が
受
 

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
で
て
 

き
ま
す
。
 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

か
 、

 

猟
銃
の
保
管
と
 

残
弾
の
処
理
を
適
切
に
 

鳳心笹縄爵’ 価~"41A11 
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I 

お 

矢口 

ら 

せ 

『
働
き
な
が
ら
学
ぽ
う
』
 

補

充

募

集

に

つ

い

て

 

平
成
3
年
田
川
地
区
定
時
制
 

高
等
学
校
（
夜
間
）
の
生
徒
補
 

充
募
集
は
、
次
の
と
お
り
行
い
 

ま
す
。
 

田
 
募
集
定
員
 

福
岡
県
立
田
川
東
高
等
学
校
 

普
通
課
、
 

一
年
生
、
若
干
名
。
 

福
岡
県
立
西
田
川
高
等
学
校
 

普
通
課
、
 

一
年
生
、
若
干
名
。
 

②
 
検
査
科
目
（
5
科
目
）
 

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
 

英
語
、
及
び
面
接
。
 

⑧
 
志
願
書
提
出
期
限
 

3
月
 22 

日
（
金
）
か
ら
3
月
 

25 

日
（
月
）
ま
で
。
 

※
願
書
受
付
時
間
は
次
の
通
り
 

で
す
。
 

・
田
川
東
高
校
 

平
日
 

14 

時
か
ら
 20 

時
ま
で
 

土
曜
 
17 

時
か
ら
 20 

時
ま
で
 

25 

日
（
月
）
 

14 

時
か
ら
 17 

時
ま
で
 

・
西
田
川
高
校
 

平
日
 

14 

時
か
ら
 18 

時
ま
で
 

土
曜
 
17 

時
か
ら
 18 

時
ま
で
 

25 

日
（
月
）
 

14 

時
か
ら
 16 

時
ま
で
 

④
 
学
力
検
査
日
 

3
月
 26 

日
（
火
）
午
前
9
時
 

30 

分
集
合
、
午
前
 10 

時
開
始
 

！

ー

 

ー

 

・ー 

ー
I

！

ー

 

ー

‘

！

ー

 

！

ー

 

ー
 

画
『
安
心
し
て
 

の
」
」
案
内
 

映
 

老
い
る
た
め
に
』
 

こ
の
映
画
は
、
福
祉
先
進
国
 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
 
デ
ン
マ
ー
ク
 

の
実
状
を
紹
介
し
な
が
ら
、
岐
 

阜
県
池
田
町
の
取
り
組
み
と
、
 

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
新
生
苑
の
す
ぐ
 

れ
た
介
護
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
 

「
一
つ
の
力
、
 

一
つ
の
家
族
、
 

一
つ
の
施
設
で
は
な
く
、
介
護
 

を
必
要
と
す
る
人
を
助
け
る
シ
 

ス
テ
ム
が
社
会
に
な
け
れ
ば
、
 

こ
れ
か
ら
の
私
達
は
大
変
な
め
 

に
会
う
。
」
 
と
気
付
か
せ
て
く
 

れ
る
映
画
で
す
。
 

こ
の
映
画
を
観
て
 
「
安
心
し
 

⑤
 
合
格
発
表
 

3
月
 27 

日
（
水
）
田
川
東
高
 

校
 10 

時
、
西
田
川
高
校
 13 

時。 

※
詳
細
は
、
願
書
を
出
す
学
校
 

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

田
川
東
高
等
学
校
 

四
四
ー
三
〇
一
五
 

西
田
川
高
等
学
校
 

四
四
ー
〇
三
一
三
 

●
！
ま
 

一
 

方
城
町
納
税
相
談
日
及
び
場
所
 

毎
年
一
回
税
務
署
の
職
員
が
 

方
城
町
に
出
張
し
て
、
所
得
税
 

の
確
定
申
告
等
の
納
税
相
談
を
 

し
て
い
ま
す
。
 

申
告
等
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
 

が
あ
れ
ば
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
 

さ
い
。
 

日
時
 

2
月
 26 

日
（
火
）
午
前
 

9
時
ー
午
後
4
時
 

場
所
 
方
城
町
青
年
婦
人
研
修
 

ー

！

・

 

ル
ー
ル
を
守
っ
て
防
火
対
策
 

●
林
野
火
災
 

春
も
間
近
に
な
り
、
野
山
ヘ
 

ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
く
機
会
も
多
 

く
な
り
ま
す
。
 

山
に
入
っ
た
ら
、
次
の
こ
と
 

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

①
 
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
危
険
 

な
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
 

な
い
 

②
 
強
風
の
と
き
や
乾
燥
し
て
 

い
る
と
き
は
、
た
き
火
や
火
 

入
れ
を
し
な
い
 

て
老
い
る
た
め
に
」
私
達
は
今
 

何
を
な
す
べ
き
か
、
考
え
る
き
 

っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
 

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

m
、
上
映
日
 

2
月
 20 

日
 

②
、
場
 
所
 
田
川
文
化
セ
ン
 

タ
ー
 

⑧
、
時
 
間
 

第
1
回
開
場
、
 
13 

時
 

第
2
回
開
場
、
 
18 

時
 

④
、
チ
ケ
ッ
ト
 

前
売
券
、
 

一
枚
、
千
二
百
円
、
 

当
日
券
、
千
五
百
円
0
 

※
チ
ケ
ッ
ト
は
福
祉
会
館
で
販
 

売
し
て
い
ま
す
。
 

⑤
、
問
い
合
わ
せ
先
 

ち
く
ほ
う
「
翼
の
会
」
会
員
 

杉
原
清
子
、
電
話
、
 
22 

1
4
 

4
3
9
番
 

主
催
 

ち
く
ほ
う
 

「
翼
の
会
」
 

後
援
 

田
川
市
町
 

村
、
田
川
市
 

町
村
教
育
委
 

所
（
役
場
前
）
 

③
 
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
 

と
き
は
、
完
全
に
消
火
す
る
 

④
 
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
 

ず
消
す
 

⑤
 
車
か
ら
、
た
ば
こ
の
吸
い
 

が
ら
を
投
げ
捨
て
な
い
 

⑥
 
火
入
れ
の
許
可
を
、
必
ず
 

受
け
る
 

家
族
や
地
域
を
炎
の
魔
手
か
 

ら
守
る
た
め
に
も
、
ま
ず
火
の
 

元
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
 

ょ・フ。 
《

‘

‘

》

・

！

ー

一

ー

 

員
会
、
田
川
市
町
村
社
会
 

福
祉
協
議
会
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